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三五
黒箱とアーカイブズ
伊 　藤 　信 　明
はじめに
　アーカイブズ（
archives ）に関わるようになり、十数年がたった。勤
め始めた当時と比べると、アーカイブズの語は広く用いられるようになった。しかしこのことは、本来的な意味でのアーカイブズが定着したことを示しているので ない。今日 特定の主題によって集められた情報が、アーカイブズと名付けられる傾向にある。本来的なアーカイブズが定着する前に、拡大した意味による語の使用が広がってしま たといえるだろう。アーカイブズは次のように定義されてい
個人または組織がその活動のなかで作成または収受し、蓄積した資料で、継続的に利用する価値があるので保存され もの。記録資料
①。
　この定義が示すように、自らの活動によって発生した資料がアーカイ
ブズである。にもかかわらず、日本では不幸な事 、アーカイブズ
②誕生
当初から、地域にあ 個人が所有する古文書をも、その守備範囲とさせられてしまった。アーカイブズ利用者だけでなくアーカイブズ当事者までもが、第三者が所有する地域の古文書保存の役割を声高に主張し、好んで引き受け 博物館・図書館と並んで、アーカイブズは古文書保存の選択肢の一つに過ぎないということは ほとんど考慮されな
かった。
　一九九〇年代後半から、自治体公文書（行政文書）を主題として、本
来的な意味でのアーカイブズについて議論されるようになった
③。しかし
アーカイブズの定義からすれば、それは自治体公文書（行政文書）に限られるものではない。黒箱もその一つである。大原の黒箱
　和歌山県下の紀ノ川流域の村落では、資料を保管し 次世代へ継承し
ていくために、黒箱と称する資料保管容器を伝えている事例が多い。文字通り、黒塗りの木箱である。そ 継承母体は江戸時代 村の領域を引き継ぐ大字や、その下部組織であ 垣内単位であったり、または宮座や講の場合もある。実例として大原の黒箱を見てみよう
　大原は紀ノ川南岸、龍門 の南西山麓に位置する山村で 荒川荘を構
成する村の一つである。荒川荘（現紀 川市、もと桃山町）は、中世・近世を通じて高野寺領であり、三船神社が荘氏神であった。三船神社の宮座は、公文奥家支配の里村と呼ばれた 田・元（小路・加和が合併） ・最上（上野が改名） ・市場と、下司平野家支配の山郷と呼ばれ 野田原・
三六
大原・善田・黒川からなっていた。これら村々のうち、神田・市場・善田・ に黒箱が伝えられている
④。
　写真
1が大原の黒箱である
⑤。普段は大原区長が管理を行う。黒箱扉に
は写真
2のような鍵をかけ、さらにその上から封がなされている。正副
区長と五人組と呼ばれる区の代表者の立ち会いのもと、その封を切り黒箱は開封される。収納の際は、五人組の押印のある封をせねばならないから、五人組が皆そろわないと開封できない。封を切り扉 開けると、内部は四段の引き出しになっている（写真
3） 。それぞれの引き出しに、
文書が収納されている。収納され 文書は、 天正十一年（一五八三）阿弥陀堂への土地寄進状を最古 、慶長十六年（一六一一）烏帽子人数
写真 1　大原の黒箱
写真 3　黒箱内部
写真 2　鍵と封
之事とある宮座成員一覧、延宝五年（一六七七）三船神社遷宮神能座配図、寛保二年（一七四二）大原村と善田村の山論裁許絵図、同年の人別改帳などがある。慶長十六年烏帽子人数之事は善田の黒箱（善田区有文書
⑥）に、座配図は奥家文書・三船神社文書にも所蔵されている
⑦。宮座関
係文 は、宮座を構成する村や人々にとっては、必ず保管・継承せねばならない文書なのである。資料に見える黒箱
　文書を保管し継承するための箱は、 中世から存在していた。粉河町 （現
三七
紀の川市）鞆淵八幡神社、寛正三年（一四六二）三月の置文に「何も〳〵地下不審之事候ハヽ、御てん御箱にあるへし、能々御覧可有候
⑧」と
ある。箱はただ文書をしまっておくだけのものではない。不審の事があれば、文書を参照する必要がある。その前提 とに箱に入れて保管していたのである。
　橋本市柏原、西光寺（柏原区有）文書、天文十三年（一五四四）十月「菖蒲谷頭差帳
⑨」には「柏原村箱ニコレアリ」とある。これは、箱とも
村箱ともとれようが、 近世資料では村箱という語が 高野寺領荒見村（粉河町荒見）の争論資料に見える
⑩。荒見村では北家、西十太夫家、西惣左
衛門家、新家の地士四人、禰宜・的射・頭屋四人 庄屋十四人が慣例的に夫役を免除されていた。ところ 百姓たちが見つけた元禄二年（一六八九）の地頭定書に「一、 十四人之庄屋、如前夫役可相除事」と記されていた。百姓たちはこの条項を、夫役が免除されるのは庄屋十四人のみであり、その他の者の夫役免除は認められないと解釈し 。百姓たちは庄屋以外の者へ 夫役免除の廃止を求め争論となった 元文四年（一七三九）九月に高野山の裁許が出された。禰宜・的射・頭屋の祭祀関係諸役は氏子順番の役であり夫役免除は認められなかったが、地士と庄屋の夫役免除は存続する事となった。百姓たちはさらに寺社奉行へ訴え出たが、元文五年（一七四〇）九月寺社奉行大岡越前守の裁許は 高野山の裁許を追認するも であった。
　元禄二年定書を示された村役人たちは、まずこの定書の有無を確かめ
たが、 「元禄年中書付村箱ニ者無之」い状況 村役人たちが村箱の検索を行ったのは、村箱が定書等荒見村にとって重要な文書を保管
するための箱であったからである。しかし、村箱には存在せず、百姓たちに持参するよう要求し 。定書の提出を求められた百姓たちのもとにも本紙はなく、写ししか提出できなかった 文書を保管する村箱にもなく、写ししか存在しない文書であったため、裁許では定書の出所も吟味された。その結果、元禄二年定 は「安福寺与申寺之古キ箱之内より見出シ」たことが明ら となり、 「定書之反古出候より事起り、公事企候」とされた。ま 高野山側の文書も改められ、元禄二年定書同様の定書文言はあるが、高野山側は草案 みで庄屋・百姓へ定書を渡し 書留がなかった。よって元禄二年定書は証拠と て取り上げられなかった。
　村箱は、高野山から発給された定書等村にとっての重要文書を、保管
するための箱として存在している。それ以外の箱にあった文書は、定書の形式であっても反古とされた。また、文書発給 手続きが確認できなかった場合は、証拠として取り上げられなかった。王子神社宮講の黒箱
　粉河町東野、王子神社宮講の黒 文明十年（一四七八）から連綿
と書き継がれた、名付け帳と呼ばれる宮座成員名簿を収めている事で著名である。この黒箱は、 正平二十年（一三六五）七月「カミノ池水注文
⑪」
に「ムラハコニヤトス」とあるムラハコを継承している。王子神社宮講の黒箱は、 近世には広く知られた存在で、 『紀伊国名所図会』にも「黒箱」「高野辻の黒箱」と取り上げられている
⑫。 『名所図会』では黒箱は「天福・
建長以下 古文書数百通を蔵め、村中第一の宝 」とある。また、毎
三八
年正月十一日の、前年出生者の名前を名付け帳に記入する名付けの儀礼について記し、名付け帳も「黒箱中にあり」と記している。
　『名所図会』には名付け場面の挿絵がある（図
1） 。ここに黒箱が描か
れている。現在、王子神社宮講の黒箱は、大中小三つの箱からなってい
図 1　名付けの儀礼　『紀伊国名所図会』より
る
⑬。大は白木作り、中小は黒塗りで、中箱には「御黒箱入物 　三ヶ村 　
延宝甲寅弐年正月吉日」と蓋裏書きがあるという。挿絵に描かれた黒箱は、この中箱であろう。
　宮講に伝えられた黒箱文書の目録は、宇野修平氏により発表され
⑭、
二百六十通を超える文書は『粉河町史』 『和歌山県史』に王子神社文書として翻刻されてい 。王子神社文書の中世文書には、悦谷池・魚谷池の用水関係文書や村掟、村での借用証 、検注帳等村 とって重要な文書が残されている。こ らは、鞆淵八幡神社文書にもあったように、問題が発生した時に、参照する必要のため保存されていた。用水関係文書は、自分たちの生産活動に直結してい 、当時の実際的必然的な必要によって保管されてきた文書であ 。それが数百年たっ 、日本各地に残された中世文書群 中でも、王子神社文書を目立って特徴的個性的な文書とするもととなっている。
　近世になると、王子神社文書の継承母体である宮講が、祭祀組織とし
ての役割に限定されてくる。残される文書は変化し 村にかかわる前述のような文書は含まれていない 宮座成員のみを拘束 宮座定書、入家者生家が宮座成員である事を証明する 送り証文 と神宮寺の遷宮普請関係文書に限られてくる
⑮。
　王子神社から紀ノ川を挟んだ対岸に位置する、前述高野寺領荒見村（粉河町荒見）の宮座では、九兵衛の入座をめぐり、九兵衛と宮座成員との間で争論となった。こ 争論で宮座成員たちは九兵衛 入座願に関して「安福寺講中黒箱吟味仕候処九兵衛か申宮座之系図黒箱ニ無御座候」 「九兵衛ニ不限宮座の座外平之者ハ宮座と申系図無之故宮座入講不
三九
相成儀ニ御座候」と黒箱の文書を証拠として、宮座に入座させない旨を主張している
⑯。宮座（王子神社の場合は宮講）が伝える黒箱は、宮座成
員たちの家の由緒を守り、自家が宮座成員の一員である事を証明するために必要な文書であった。村の文書と同じように、何か問題が発生した時に、参照し証拠とするために保管継承されている。
　中世から近世へと社会体制が変わり、文書継承母体であった王子神社
宮講の、村内での地位が変化していった。それに伴っ 評価選別され、保管継承すべき文書も、村と祭祀に関する文書から、祭祀に関する文書のみへと変化していった。
天野の黒箱
　高野山鎮守丹生都比売神社の鎮座する天野（現かつらぎ町）には、多
くの黒箱が伝来している。天野は上天野村・下天野村・神田村の三ヶ村からなり、各村には下部組織としての垣内があった。この垣内の黒箱や、垣内にある伊勢講等の黒箱はすでに報告がある
⑰。もちろん、丹生都比売
神社にも黒箱があった。
　享保四年（一七一九） 「社家諸事日記
⑱」には「廿人之黒箱」 「御裁許書
写真 6　日記箱内部
写真 5　蓋裏書
写真 4　社家日記箱
四〇
され日記箱に収納された文書は、さらに評価選別され続けたのである。日記箱から再評価再選別された文書は、別の箱に移されたのか、廃棄されたのか、今となっては解らない。
　丹生都比売神社の社家たちは上天野に居住していたが、上天野には社
家たちも成員であった大念仏講があっ 。大念仏講は上天野の奥村・北村・南村の三垣内 組織されていた。毎年七月七日から十五日まで一垣内が三日ずつ、丹生都比売神社山王堂に六道図と涅槃図をかけ阿弥陀経を唱えた。
　現在の大念仏講は、涅槃図と黒箱を伝えている。八月十五日と釈迦入
滅の日に、頭屋宅に集まり涅槃図を掲げ光明真言を唱え祀っている（写真
7・
8） 。大念仏講の黒箱には、昭和十八年（記載は四十一年まで）
惣社家中ノ黒箱ニ入二之宮御殿ニ有之候」とあり、丹生都比売神社社家たちの黒箱が、丹生都比売神社四社殿のうち丹生相見家が祭祀していた二宮本殿に保管されていたことが解る。こ 黒箱に該当すると思われる箱は、慶長二十年（一六一五） 「社家日記箱之封相違後々覚
⑲」では「社
家日記箱」とある。同文書では、社料受取証書式確認のため、社家を統括した丹生惣神主が社家日記箱の持参を命じたところ、 「日記箱之封ひらめき候間あやしくおもひ候て、それハ何としたるぞ」とただし ころ、丹生相見は「此方ニハいろひ不申候間封をよく〳〵付け候」と返事をした。惣神主は「封の事ハ てむすひにし候て いつも念を入申候、其上数年取渡申候へハ、 之ほどけたる事無之」と返答している。黒箱は惣神主の手によって封がなされていた。さらに黒箱の保管され 二宮本殿 、余人 近づけない場所であるから、 の黒 は厳重な管理の下にあり、黒箱の自由な開閉は行え かったのである。そ て、黒箱保管のための料米「黒箱料」が二宮を祭る 相見家に支出されていた
⑳。
「後々覚」では惣神主の不審の問いについて丹生相見が返答しているが、日記箱の保管は慶長二十年には丹生相見家の担当であったようだ。
　日記箱は現在も丹生都比売神社に伝来している。写真
4がその日記箱
で、蓋裏書きから享保十五年（一七三〇） 作られたことが解る（写真
5） 。この日記箱の大きさは竪三十五・五センチ、横六十・二センチ、高
さ三十四センチである。日記箱は慶長年中にその存在と文書の収納 確認できるが、現在では幕末 神事勤番記・社領収納帳・社家へ 料米渡関係帳面・料米受取証等の文書が収納され伝わっている みである（写真
6） 。アーカイブズとしての箱の容量が限られているため、評価選別
写真 7　涅槃図
四一
写真10　黒箱内部
写真 9　大念仏講の黒箱
写真 8　礼拝
大念仏講会計帳と大正二年大念仏山林植込帳の二冊の帳面が残されているのみである
（写真
9・
10） 。他家文書を見ると、文政二年（一八一九）
大念仏講証明人につき定、寛政八 （一七九六）大念仏講出勤定書之事などの文書がある
。これらは、大念仏講の勤めに関する文書であるので、
大念仏講自身でも保管していたと思われる。大念仏講は丹生都比売神社社家も成員であり、また丹生都比売神社境内建物の山王堂で執行され、高野山諸院から祠堂金や鉦の奉納があるなど、領主である高野山との関係が深かった。明治維新・神仏分離 よって高野山との関係が途絶えると、高野山との関係が前提にあった前述定書は、不要のも として廃棄
されたのであろう。そして大念仏講は信仰集団として、文書よりも信仰のための涅槃図に重点が移るのである。
　丹生都比売神社社家を統括した丹生惣神主家には、多くの文書が伝え
られていた。丹生惣神主家の所蔵文書については、 文化五年（一八〇八）に古書物目録
が残されている。惣神主将監没後、嫡子家治丸幼少のため、
丹生相見が惣神主職を代勤するにあたって作成された、箱や括り等資料群単位での目録である。箱・括り・籠による十七と二十五の資料群が、さらに長持二棹に収納されていた。これとは別に「当用出し置書物類」十一品があり、当面使用する文書は別置して った
四二
　これは現在の文書管理の立場からすれば、現用と非現用を区別する方
法と同じものである。もっとも、惣神主家の場合は、現在のような文書の保存年限はなく、文書の利用が終わるとすぐに黒箱へ収納されるのである。このような現用と非現用を区別する体制は、丹生惣神主家の長持二棹もあるような大量の文書に対してだけではなく、点数の少ない小規模な組織でも行われていた。粉河町馬宿右座では、宮座の保管する文書を黒箱と持廻り箱の二つに分けて継承していた
。黒箱は代々宮座一老が
保管する。黒箱は座 重要書類入れ箱 、座定・勘定書綴・座送り証文等が されていた。持回り箱は毎年の年番が保管する。持廻り箱には座出席簿・勘定書・会計簿・預金通帳等が収められていた。黒箱文書の形成
　粉河寺を創建した大伴孔子古の末裔で、代々粉河寺の俗別当の由緒を
持つ方衆も黒箱を伝えている。現在粉河町（現紀 川市）中山・藤井に方衆座がある。方衆座の黒箱は、藤井と中山が一年交替で 鍵を別々に保管する慣行となっており、両字の代表が揃わなければ、黒 を開封できない。
　方衆座では享保八年（一七二三）正月「方衆仲間定書
」により文書の
保管について定め、文書目録「方衆書物目録帳
」が作成された。同じ時
期に方衆の由緒についてお尋ねがあり、由緒 を提出してい 享保八年定書は、方衆の由緒を文書により調査し そ 後 文書 のために定められたのである。この定書では以下の事項が決定された。
一
 方衆あて書き物、方衆のうち個人あてでも、仲間の内にある文書は残らず提出し、証文箱へ収める。
一
 証文箱が藤井村の時は鍵は中山村、証文箱が中山村の時は鍵は藤井村が預かる。毎年六月十九日に両 より三人立ち会い、内容を改め証文箱と鍵を取り替える。
一
 今後、同様の書き物がどこから発見されても、証文箱へ入れ目録に掲載する。もし残し置いて一人のために出したならば、どの様な書き物であって 反古とする。
一
 綸旨・御教書・令旨・知行割帳などは粉河寺宝蔵・法華院黒箱にある。もし綸旨・御教書 令旨等を所持していたならば粉河寺へ出し、一緒に預け置く。
一（略）一村内では証文箱は一老より三老が預かる。鍵も同様。
　第四条の綸旨・御教書・令旨・知行割帳とは、足利尊氏御判御教書案（御池坊文書） 、大塔若宮宮令旨案（粉河寺文書） 、栗栖荘嶋田畠地子納帳（方衆座文書）を指している
。これら文書の外は、方衆たちが各自所
持していた。
　方衆の居住した藤井・中山村は紀州藩領で、紀州藩の社寺統制を担当
した寺社奉行は「悉く法規旧慣によつて主裁する
」立場であった。だか
ら粉河寺俗別当と称し 方衆たちは、俗別当としての立場を守るため、自らの由緒を伝え証明する文書を保管し継承する必要があった。そのための文書管理を、享保八年の由緒調査をきっかけに、各自所持の分散管理から御証文箱による集中管理に変更し 。
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　明治維新をむかえ神仏分離を経て、旧慣や由緒を尊重した社寺統制が
一変する。方衆では明治二十九年（一八九六）七月に文書目録を再調製している。その標題が「黒箱入宝物目録
」となっており、黒箱に収納さ
れた文書の性格が変化している。旧慣尊重の社寺統制に連動し、自らの由緒を説明しその正当性を証明す ための現在的・現実的な役割を持っていた文書がその役割を終えたのであ こ 段階で、役割を終えた文書として廃棄 行う選択肢もあっ が、方衆では自らの由緒を顕彰する「宝物」として、文書は保管・継承された。
　このような社会体制の変化によって役割を終えた文書が、 「宝物」に
写真11　祭壇
写真13　外箱
写真12　御証文箱
変化する現象は、方衆の黒箱文書だけではない。高野山に伝わった中世文書が、江戸時代を迎えそ 役割を終えた後、宝の書き物の集まり「宝簡集」として編纂されたことも、同様である。まつられる黒箱
　黒箱文書が貴重なものとして神聖視されると、祭祀の対象となる。三
重県南勢町・南島町
の八ヶ竃が保管・継承する竃方文書はその良い例で
ある。
四四
　八ヶ竃とは相賀竃（南勢町） ・大方竃・道行竃・赤崎竃・小方竃・栃
木竃・棚橋竃・新桑竃（以上南勢町）の八集落のことで、この八ヶ竃が一年交替で竃方文書を保管している
。以下の写真は平成六年一月三日、
棚橋竃から新桑 への竃方文書の引継式である。棚橋竃 公民館には、昨年 が預かった竃方文書の御証文箱を据え、祭壇を設ける（写真
11） 。御証文箱には覆いが被せられ、注連縄が懸けられている（写真
12） 。
この日は、十時三十分神事・御神楽、十一時三十分枡渡式 十二時御舟歌、十三時三十分御証文出立の次第で行事が行われた。 が竃方文書を引き継ぐ儀礼である。
写真14　外箱を開けたところ
写真15　近世・近代文書
写真16　封を切る
　十時三十分に近づくと、裃に脇差しを帯びた各竃の代表者たちが棚橋
竃へ集まってくる。代表者たちは、公民館の前で御神酒を頂戴し館内へ入る。神職たちによ 祝詞・玉串等の神事の後、御証文箱が開けられる。御証文箱は白木作りの外箱（写真
13） 、白木作りの内箱がある。この白
木の外箱と内箱の間には、近世近代文書が詰め物のように押し込まれている（写真
14・
15） 。さらに白木作りの内箱の中に、竈方文書を収納し
た黒塗りの御証文箱が収められ い 棚橋竃の代表は、竈方文書の収められた黒塗りの御証文箱を取り出す。封を切り、中の証文と目録を照合する（写真
16・
17） 。御証文の確認が終わると、次に御証文箱を預か
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る新桑竃の代表へ御証文を引き継ぐ（写真
18） 。御証文には、往時塩を
計ったという一升枡に一升の米を入れ、竹概を添える。新桑竃方で御証文の確認後、御証文を黒塗りの御証文箱に収納し、封をかけ（写真
19）
出席の各竃代表者が押印する。黒塗りの御証文箱を、白木作りの内箱に収める。さらにその内箱を外箱に収め、覆いと注連縄 かける。新桑竃の代表は「御証文正に受取申し候也」と記した御証文受取証を記し、もうひとつの黒塗り箱へ収める。
 この箱にはこれまでの御証文受取証が収
められている。この箱は白木の外箱には収納されず、別に風呂敷に包んで持ち運びする。その後、 一同が太鼓に合わせ御舟歌を唱する（写真
20） 。
写真17　御証文の照合
写真19　封を掛ける
写真18　御証文の引継
すべての儀礼が終り、御証文箱は新桑竃へ移されるのである。
　現在「御証文」と称されている竃方文書は三十一通ある。そのほとん
どが、八ヶ竃集落近在の山々の、利用権に関する文書であ 。八ヶ竃は湾の最奥部に位置するが、その前方には熊野灘が広がる集落である。回りの村々は、漁業を主とする漁村であるが、八ヶ竃は漁業権を持たない、林業に依存した集落であった。竃方の竃は、かつてこの森林資源によって塩を生産してい 海水 煮詰め 竃に由来するという
。山の存在が
なければ、八ヶ竃の生活は成り立たなかった。だから、八ヶ竃によ 山の利用権を証明し、そ 正当性を明らかにしうる文書が 御証文箱 収
四六
められ保管・継承されたのである。
　三十一通の竃方文書のほかにも、かつては多くの文書を伝えていたで
あろうことは、詰め物のような形では れ、近世近代文書が伝えられている事により明らかである。寛永二十一年（一六四三）正月十八日「六竃中証文之有所之覚
」では、相賀竃一通、大方竃四通、赤崎竃五通、小
方竃三通、栃木竃三通、道行竃一通の文書を、各竃が預かっている旨記されている。現在竃方文書として御証文箱で保管・継承されている文書は、寛永年間では分散管理体制がとられていたのである。この文書に書き上げられている、 各竃預かりの文書名には「御証文箱ニ預り申候」 「延
宝弐年寅ノ八月廿三日ニ」 「弘化四未年請取」など注記がある。八ヶ竃の御証文箱があって、ある時期から徐々に御証文箱へ文書が集められていった。元禄十七年（一七〇四）二月五日の文書目録「竃中御証文帳」では各竃預かりの記載は無い。元禄年中には十九通の文書が御証文箱による集中管理のもとにあったようである。
　宝永四年（一七〇七）十月四日、宝永の南海地震が起こった。海岸沿
いの村々を津波が襲い、栃木竃預かりの御証文箱が海水に漬かった。宝永五年六月に御証文と竃中検地帳・名寄帳を塩出しし、御証文十二通は裏打ちを施した
。このように、集中管理のもとでは、御証文箱を預かる
竃が災害に見舞われた場合、すべての文書が失われる危険性がある。そのため、集中管理によるリスク分散、つま 危機管理のため文書の写しが作成され 本紙紛失 場合はこの写しをもって証跡とする旨を、享保十年（一七二五）六月に決議、竃方庄屋八名が署名捺印してい
。
　八ヶ竃では、竃方の由緒に直結する山の権利を証明する 九通の証文
と、竃中検地帳・名寄帳その他多数 文書が一緒に保管されていた。その後八ヶ では大正八年（一九一九）に「御証文御目録」 作成した。この目録掲載の三十一通が現在「竃方古証文」の名称 三重県指定 化財となっている。竃方文書引き継ぎ時にも、こ 目録により文書の照合が行われている。竃方文書 、竃方 由緒を伝え説明する最小限の三十一通にまで再評価再選別されていったのである。
　古くは旧正月十五日から二十五日の間に 御証文箱を保管する竃によ
り射礼（弓引き神事）が行われ その翌日御証文箱 引き継ぎが行われていた
。しかし、神事が中断され、御証文箱の引継式のみになると、御
写真20　御舟歌を唱す
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証文箱を祭壇に据え神事が行われた。御証文箱はまつられる物へと変わっていった。黒箱から今日のアーカイブズを考えてみる
　わずかな例ではあるが、様々な組織・集団が黒箱に収納し、保管・継
承してきた文書につい 検討を行った。これらの文書をアーカイブズとして捉えると、ここまでに指摘し 内容は、今日のアーカイブズについても様々な示唆を与えてくれると思われる。
　荒見村の夫役争論では、黒箱（村箱）を検索し、定書の有無を確認し
ていた。黒箱はアーカイブズとして、村の重要文書を保管する役割が与えられていたことを知る事ができる。さ にこ 争論で注目したい点は、文書の発給手続き、文書処理過程を、文書の証拠性を判断するために重視していたことである。この事例は、筆者が経験した次 一件を思い起こさせる。
　筆者が関わっている文書館は、公文書（行政文書）の保存・公開と、
自治体史編纂後の編纂資料の保存・活用の二本柱 設立された。開館にあたっては、文書館 設置・管理の めの条例が制定された 同時 文書館への公文書移管のために、文書管理規定が改正された。永久保存文書は完結後二十年で文書館長へ引き継ぐことができる、廃棄文書のうち歴史的価値があると認められるものは 館長に引 継ぐことができることになった。この規定により大量 公文書が本庁より移管された。さらに、自治体史編纂のた に収集された古文書 マイクロフィル
ム、写真版なども移管されてきた。
　開館に向けての資料整理の過程で、自治体史編纂資料の中に数十冊の
公文書簿冊が存在している事を発見した。この数十冊の公文書は、自治体史編纂関係者 、編纂業務に利用できるかもしれないという動機で、廃棄された公文書の中から収集していた公文書であった。筆者は単純に移管引継を受けた公文書群へ編入すればよいと考えていたが、それほど簡単に処理できる事例ではなかった。文書主 課から来 当時の公文書担当者は、その考えを否定した。文書館がアーカイブズと て所蔵する公文書は、文書管理規定により移管され きた公文書であり、 こには規定に沿った処理がなされていない、編纂資料から発見された公文書を入れる事はできないと言うのである。よくよく考え 、もっともな事である。 ・規則の裏付け無しの 収集は、明ら に自治体公文書簿冊であるにもかかわらず アーカイブズと て扱え い文書を生み出してしまったのである。
　自治体史編纂過程での廃棄公文書の救出劇が、大いに語られている。
しかし、自治体史編纂からアーカイブズを設立するにあたっては その手続きを誤るとこの様な状況が発生する。ま 地域にある個人が所有する古文書に関して、公的文 庄屋文書・戸長役場文書を含んでいるとか、支配者側の資料であると理由付けし、自治体アーカイブズが扱わねばならぬ資料であると説明す 場合があ 。前述のような経験をすれば、まったく説得力に欠ける である。 　
　中世から近世、近世から近代へと社会体制が変化するなかで、村・大
字・宮座・講等の役割・立場も変化 た。それに連動して王子神社や天
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野大念仏講の黒箱に残されている文書のように、アーカイブズとして評価選別される文書も変化していった。竃方文書ではアーカイブズがさらに再評価再選別され続け、自らの由緒を語る三十一通の 最小のアーカイブズに変化した。
　今日においては、国民主権・民主主義の大きな枠組みは維持継承され、
黒箱が経験してきたような、社会体制の劇的な変化はまず起こらないだろう。けれども地方分権が叫ばれ続け、地方に様々な権限が委譲されようとしている。また逆に、地方から返還される場合もあるだろう。そうした中で、自治体の立場・役割が変化す ば、当然アーカイブズとして評価選別される文書も変化する。アーカイブズとして評価選別を続けていた文書が、ある年度を境に、アーカイブズとして残す必要のない文書に変わる事を、そして そのような は再評価再選別され、廃棄される場合があることを、黒箱の例は示してくれている。
　それでは黒箱に収納される文書には、どのような基準があったのだろ
うか。王子神社文書の用水関係文書は 生産活動 直結する水の分配権を示すために残されてきた。荒見村の宮座黒箱文書は、宮座成員であ事を証明 るために利用されていた。 『和歌山県史』掲載西光寺文書百二十通のうち五十通を越え 文書 王子神社 では二百六十九通のうち九 近い文書が、田畑の売券や寄進状など不動産の移動に関する文書であった。当時の人々が現代 私たちに向けて 土地取引 歴史を示すために、この種の文書を残したとはだれも考えないだろう。現在の私たちも不動産の取引 行っ 時、契約証を交わす。この契約証は、この取引の正当性を証明するための重要文書とし 、大切 保管する。
西光寺文書や王子神社文書の場合も、これは同様である。文書はその文書が発生した当時の人々が、そ 当時の社会に対して、自らの権利や行動の正当性を明らかにしておく必要があって残さ てきた。それが数百年の年月を経て、文書の持つ情報 歴史学のための資料と も利用できたにすぎない。決して歴史を伝えるために文書を残してきたのではない。そして当時の必要から残された文書が数百年を経て 竃方文書 ように竃方の独自性を示す、強烈な個性 発す となった。
　今日のアーカイブズでは、一目で解る評価選別基準を求める声は根強
く、それに応えるためか何々に関する事、何々に関 る重 な資料といった評価選別の基準が提示されることが多い。黒箱へ収納すべき選択し 判断の基準は、 のように書き記 事はできない。この基準は、現在では挙証説明責任と う言葉で示される考えに繋がって るも である。現在の自治体アーカイブズに関して言えば 住民への挙証説明責任で この基準が 時代を越 て最も基本的なものである事を、黒箱文書の事例は示している。おわりに
　現在三十都道府県に公文書館が設立されている。平成十年以降は四館
が開館したのみで、足踏み状態である。この間に、情報公開法 施行や法人化の中で、国立大学に大学アーカイブズ 設立が進んだ。大学アーカイブズ関係者の話を伺うと、アーカイブズは自ら 活動によって発生した文書を扱うという 基本認識が一致している。ところが自治体で
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この基本認識が一致しておらず、複数のアーカイブズ像が存在している。アーカイブズが自治体に定着しない理由は、財政問題だけではなく共通のアーカイブズ認識がない事もその原因の一つだろう。自治体のアーカイブズは地域の古文書の扱いや自治体史との関係で変質し、複数の形態を生んでしまったが、外部から眺めていると、大学アーカイブズが大学史・自校史との関係でその後を追っている気がする。
　昨年末に、私立高校の生徒・教職員の処分状況について、大阪府に対
して情報公開請求がなされた事が報道されて た
。公文書不存在や非公
開情報に該当し、公開は行わ なかった。請求者は、 「公立学校なら子供や保護者が することができるが、そうし 制度を設けている私学は皆無」とし、 「公費 助成金を出している以上 情報 開を義務付けるか、府が情報を収集して公開すべきだ」 「公金の使われ方厳しく問われている。私学も 立並みの情報公開 すべきだ」と主張ている。そう遠くな 時期 、この主張は大きな流れとなっ 、私立高校だけでなく、さらに巨額の助成金が交付されている私立大学にも 公金の使い道を納税者であ 住民に説明せねばならぬ時が必ず来る。関西大学では年史編纂室が非現用行政文書（大学公文書）の収集を行っているが
、今後必要となる大学公文書は歴史書を編纂するための資料でなは
い。自らの活動を説明す ために、自らの責任において、大学公文書評価選別し、保存し、公開 体制を整え ければならない。このこが、本当の意味で 開かれた大学に繋がる。そして、このようにして残され蓄積され続けた 公文書は、強烈な個性を発 いる王子神社や竃方の黒箱文書と同様に、関西大学の個性や独自 、大 アイデンティ
ティを自ずから発していくのである。そこには、関西大学のこれから進むべき道が示されている。
　今からでも遅くはない。関西大学にアーカイブズを
‼
註① 　史料（
A
rchives ） 、文書館用語集研究会編、全国歴史資料保存利用機関
連絡協議会監修『文書館用語集』一九九七年、大阪大学出版会、六十五ページ。
② 　資料としてのアーカイブズを管理する機関もアーカイブズと呼び、公文
書館、文書館、資料館、史料館などと記す。ここではこの意味で用いている。
③ 　堀内謙一「基礎的自治体における公文書館設立のための序章」 『記録と
資料』第七号、一九九六年 富永一也「公 論」 『沖縄県公文書館研究紀要』第三号、二〇〇一年、同「われわれのアーカイヴズ」 『京都大学大学文書館研究紀要』第二号、二〇〇四年など。
④ 　東京学芸大学日本中世史研究会編『紀伊国荒川荘現地調査報告Ⅰ』一九
九一年、 『同Ⅱ』一九九三年 『同Ⅲ』一九九九年。
⑤ 　大原の黒箱は平成十二年一月調査。 『桃山町誌 歴史との対話』平成十
四年、五一三～五一五ページも参照
⑥ 　薗部寿樹著『日本中世村落内身分の研究』校倉書房、二〇〇二年、第五
章第二節。
⑦ 　奥家文書は筆者調査、三船神社文書は註④Ⅱ報告書による。座配図は豊
田武編『高野山領庄園の支配と構造』昭和五十二年、巌南堂、所収「荒川
五〇
荘調査報告」にも掲載されている。
⑧ 　『粉河町史』第二巻鞆淵八幡神社文書六二、 『和歌山県史』中世史料一、
鞆淵八幡神社文書六四。
⑨ 　『和歌山県史』中世史料一、西光寺文書七八。⑩ 　元文四年二月「小百姓共新儀非道工立日記」 『粉河町史』第三巻、近世
史料五〇二。元文五年九月 「荒見村百姓と村役人の訴訟解決につき一札控」『同書』近世史料五〇六。
⑪ 　『粉河町史』第二巻王子神社文書七八、 『和歌山県史』中世史料一、王子
神社文書八〇。
⑫ 　『紀伊国名所図会』第三編 之一、黒箱、後編巻之三、八王子社。⑬ 　宇野修平「紀州若一王子の黒箱」 『宇野修平先生追悼録』昭和四十六年、
所収。初出は東京女子大学歴史学研究室『史講』第五集、昭和三十年。
⑭ 　前掲註⑬論文。⑮ 　王子神社文書の近世資料のうち、宮座定書と座送り証文に関しては拙稿「座送り考
―
入家者の宮座筋目保証手続きについて
―
」 『和歌山県立文書館
紀要』第十二号、平成十九年、で若干触れた。
⑯ 　和歌山県立文書館所蔵北一夫氏旧蔵北家文書キ
―
四十八、辰八月「乍恐
奉願上口上（九兵衛入座一件に関し借り女房等は無関係の旨） 」 。安藤精一著『近世宮座の史的研究』昭和三十五年、吉川弘文館、史料編、北家 書八に翻刻。
⑰ 　和歌山中世荘園研究会、和歌山中世荘園調査会現地調査報告書①『紀伊
国天野郷現地調査報告』一九九九年、木村茂光研究代表科研費研究成果報告書『中世高野山領における儀礼・祭礼と民衆統合に関する研究』平成十二年三月。
⑱ 　和歌山県立文書館寄託丹生家文書た
―
一五五、享保四年正月吉日「社家
諸事日記」 。同資料は拙稿「天野社の社家と年中行事
―
享保四年社家諸事
日記を中心に
―
」 『和歌山県立文書館紀要』第十一号、平成十八年、に翻刻。
⑲ 　高野山大学図書館寄託丹生輝代麿家文書、写真帳六十七冊、第十一箱
―
六十九号「社家日記箱之封相違後々覚」 。
⑳ 　和歌山県立文書館寄託丹生家文書、た
―
四五六、天保十二年「御神用渡
方」 。
 　前掲註⑰、科研費報告書。 　谷口正信「天野における講と信仰」 『天野の文化と民俗』創刊号、一九
九一年。大念仏講に関しては本稿による。
 　国立史料館所蔵伊都郡慈尊院中橋家文書四四Ｇ
―
二一二、文化五年十月
十七日始「丹生家治丸家督之砌被仰渡ヶ条諸書物之目録并家事取〆り方申渡シ記」 。
 　粉河町馬宿右座文書、昭和五十三年「馬宿右座の史誌 、粉河町史編纂
室所蔵複写資料による。
 　享保八年正月「方衆仲間定書」 『粉河町史』第三巻、近世史料一四。 　方衆座文書、享保八年正月「方衆書物目録」 粉河町史編纂室所蔵複写
資料による。
 　御池坊文書・粉河寺文書・方衆座文書は『粉河町史』 『和歌山県史』中
世史料一に翻刻。
 　『南紀徳川史』第十六冊、四一五ページ。紀州藩の社寺統制の概要は拙
稿「紀州藩における神主の存在形態」 『和歌山県立文書館紀要』第十号、平成十七年、の中で触れた。
 　方衆座文書、明治二十九年七月「黒箱入宝物目録」 、粉河町史編纂室所
蔵複写資料による。
 　現在南島町と南勢町は南伊勢市に合併。
五一
 　現在は御証文箱は持ち回りではなく大方竃に常置され、各竃の代表者が
大方竃に集まる形式に変更されている。
 　『三重県文化財要覧』昭和三十九年、三重県教育委員会、に所収の、平
松令三執筆竃方古証文の解説 よる。
 　竃方文書は、竃方代表区長島田勝次氏の許可を得、三重県史編纂グルー
プ撮影のマイクロフィルムを閲覧した。
 　宝永五年六月二十五日、覚（証文汐出し裏打ち） 、年月日不明〔宝永四
年地震につき証文・竃保護の旨書付〕 。
 　享保十年六月二十六日、覚（竃惣中証文写置くにつき 。 　万治二年正月「御神事定書」 、村田米吉編著『南伊勢竃方古文書資料集』
三重県郷土資料叢書第三集、昭和四十年、三重県郷土資料刊行会
 　『毎日新聞』二〇〇 年十二月二十二日、大阪夕刊。 　全国大学史資料協議会編『日本の大学アーカイヴズ』二〇〇五年、京都
大学学術出版会、三六四ぺージ。
　資料の調査閲覧にあたって、左の皆様のご高配に預かりました。記して感
謝致します。鳥渕弘子 　　桃山町大原黒箱調査宮木トシ子・岩鶴敏治・増田博 　　粉河町関係資料調査閲覧谷口正信・丹生晃市・仲谷健誠 　　丹生都比売神社・天野関係資料調査閲覧高野山大学図書館 　　丹生惣神主丹生輝代麿家文書閲覧島田勝治・浅井正道・藤谷彰 瀧川和也・鈴木えりも 　　竃方文書調査閲覧
